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UNESCO(1976)による

土木地質鰯その体系と作成の手引き

黒田和男･遠藤秀典(環境地質部)
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土木地質図の要件

これから紹介する文章はIAEG(Int.m.ti.nalAsso-

ciationofEngineeringGeo1ogy一国際応用地質学会)の

EngineeringGeo1ogica1Mapに関する委員会カミとりま

とめUNESCOカミ印刷･出版した｢EngineeringGe010-

gica1Maps-Aguidetotheirpreparation｣という

書物の要約である.

IAEGのこの報告(以下本稿では原著と呼ぶことにする)

は土木地質図の基本的な事項について数多くの実例

を挙げたカミらとりまとめている.原著におけるEn一

動neeringGeo1ogyの内容は日本で俗にr土木地質｣

といわれているものよりももっと幅広いものであるとい

う印象を受けるがEngineeringGeolo駆の適訳カミ見出

され狂いので本稿では土木地質と訳ししたがってEn-

gineeringGeo1ogica1Mapは土木地質図と訳して使用

する.

筆者らは地質調査所におけるr環境地質に関する研

究｣の中で土地の地質条件を表現する図法についての

考察を進めている.たまたま筆者らは原著に接する

機会を得たが'その内容が土木地質図についての意図

や考完かた等をよく整理･説明していたのを知ることが

出来た･そこで本稿で概要を記述することとしたもの

である.

ちなみに原著は次の9章から構成されている.
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緒言

土木地質図の原理

デｰタを取得･解釈する技法

土木地質図上のデｰタ表示法

土木地質図の実例

図面･説明書での記載事項の配置･構成

用語の解説

文献
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EngineeringGeo10gyに課せられた仕事は土木建設

事業に関する計画･設計の実務担当者に土木構築物を

その地域の地質環境と最良の調和をもって作り上げるた

めの基礎資料となる情報を提供することである.調和

というものがなけれぱダム･トンネル･高速道路･都

市･工業団地･露天掘を伴う大鉱山などの土木建設事業

はすべて地質環境カミもっている力学的均衡に相互干渉

作用を及ぼしその結果経済性や耐久性ばかりで校く

工事の安全性にまで影響を及ぼすよう荏一連の障害カミ発

生することになる.

EngineeringGeologica1Mapping一土木地質図の

作成一はトンネル･ダム･鉄道などの大規模な土木

建設工事の実務の中で地質家と土木技師とカミお互い

に協力し合う最初の段階として発達して来た.初期の

土木地質図は年代層序学図あるいは構造地質学図

とほとんど変ることカミなかった.しかし土木技師か

らの要請カ茎定性的たデｰタからしだいに定量的な地質

学的デｰタに及ぶに至って最初は説明書に次いで凡

例に最後には地質現象の工学的所見や工学的判断に

対する詳細な情報が実際の地質図上に盛り込まれるよ

うになって来た.

現在の土木地質図といわれるものが出来上るまでには

上に述べたような長い経過カミあったわけであるカミその

間土木地質図作成に関する方法論や実務は単にそれ

カミ地質図から派生したものでなく地質環境の基本的要

素の分布や相互関係を三次元的に図示したものである

という観念カミ形成されて現在に至っている｡

このようた長い歴史的かつ現実的観点から土木地質

図カミ浦たすべき条件を示すと

1地域計画･建設地点の選定･建設工事の最適工法の

選択･鉱業活動の中に含まれる土木地質の実態を評価

するために必要な客観的情報を図示していること

2計画されている事業によってもたらされる土木地質

環境の変化を予測するとともに必要狂保全対策の提�



第1表縮尺による土木地質条件の表示例

�小縮尺�中縮尺�大縮尺

水文地質学的条件�記号および数値表示�地下水面等高線その�地下水面等高線

��表動範囲を数値表示�被圧地下水水頭等値線

��被圧地下水の水頭等値線�既知g変動範囲を数値

地形学的条件�地形起伏等高線�地形の特徴の実際の境界および詳細を表示�

�重要な地形要素を点の��

�記号表示��

現在の地表変動現象�点のデｰタを記号表示�現象の範囲を図示�個友の現象の範囲と

���内部構造を図示

案を容易にするものであること

3地質学者ではない専門技術者でも容易に理解できる

方法で情報か提供されていること

である.

土木地質図の定義と内容

土木地質図とは地質図の一種であり土地利用計画

土木建設事業鉱業活動荏どの設計･建設工事実務･緯

持管理などに影響を及ぼす地質環境のすべての要素を総

播して表現･提供するものである.

土木地質図に表現される地質学的事項は次の4項目

にまとめることができる.

1･岩石と表土の性質分布･層位学的構造地質学

的相互関係･地質年代･成因･岩相･物理的工学的性

質その他

2.水文地質学的条件帯水能のある岩石や表土の

分布･地下水面の形態とその変動幅･被圧地下水が賦

存する範囲とその水頭分布･地層の貯留係数･地下水

流の方向･湧泉や河川や湖沼などの自然の水露頭の分

布･洪水の発生頻度間隔とその範囲･水のpHや塩分

濃度や浮遊成分量などの水圏地球化学的要素･その他

ふ地形学的条件

地形起伏の状況･景観など

4.現在の地表変動現象侵食と堆積の状況･風成

作用の経過･永久凍土･斜面変形の状況･カルストの

形成･溶脱による侵食･沈下･表土の容積変化･活断

層･広域の地殻運動･火山活動･地震現象に関するデｰ

タ･その他(なお原文にはGeodynamicphenOm･na

と記述されているが本文では現在の地表変動現象と訳す

るのカミその内容からみて適当であると考え以下この語句を

用いる.)

土木地質図には平面図のほか断面図･説明書･凡

例などカミ添乏られるほか図面を調製するために収集さ

れた諾資料や出典が添えられていなけれぱならない.

上に述べられたすべての情報を示すためには複数の図

面カミ必要である.

要するに土木地質図は地質環境を表現したもので

あるといえる.しかし地質環境を構成している地質学

的遇程や現象は相互に関連し依存し合っていてその

複雑さを私達ははかり知ることが出来ない.ここで

土木地質図はすべてを表示することが不可能な種々の地

質環境の要素を目的に応じて単純化しモデル化し

て提供するものであるということができる.

単純化の程度は土木地質図が作成された目的地図

の縮尺環境要素の相対的重要度情報の精度表現の

技法によって決定される.次章で土木地質図の分類

に触れるがすべては複雑な地質環境要素のからみ合

いをどのように単純化するかにかかわっている.第

1表は縮尺によって変化する表現の内容を水文地質学

的条件･地形条件･現在の地表変動現象の各々について

例示したものであるが縮尺が大きくなるにつれて点

の記号表示がしだいに面としての図示に移っていくこ

とが理解できる.

土木地質図の分類

土木地質図は用途内容縮尺によって分類する事

ができる.�
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第2表土木地質図の分類と組合せ

目的内容

縮尺

㌃zl二基烹

1用途によって

1-1特定用途図〔Specia1purposemaps〕

土木地質の特定の1つの観点に関する情報を提供

する地図

(例)採石に関する風化度図廃棄物処理に関

する透水性図

特定の用途のために必要な情報を提供する地図

(例)自動車専用高速道路の構築のための土木

地質条件区都市再開発のための土木地質分

帯図

1-2多目的図〔Ma1tipurpo･･maps〕

土木地質の多くの観点にわたり種々の計画ある

いは事業の目的に対して必要な情報を提供する地

図

(例)土地利用のための土木地質条件図環境

管理のための土木地質分帯図

2内容によって

2-1解析図〔An.1ytic.1m.p｡〕

土木地質環境の個々の構成要素の詳細あるいは評

価を示す地図

(例)風化度図地震災害図

2-2総合図〔C.mp｡｡h.n.iv.m.p｡〕

全ての主要な土木地質環境構成要素を表示する土

木地質条件図

土木地質条件の均等性に基づく地域単元の境界を

㈭㌀

㈭�

示す土木地質分帯図

補助図〔Auxi1i｡｡ym.ps〕

実際のデｰタを示す

(例)記録図構造等値線図等層厚線図

補充図〔C.mp1ementa.ymaps〕

(例)地質図地形図水文地質図

3縮尺によって

3-1大縮尺図

3-2申縮尺図

3-3小縮尺図

1万分の1以上

1万分の1未満10万分の1以上

10万分の1未満

これらの全ての組み合せカ河能である(第2表)この

中で最も一般的な地図は多目的総合土木地質図である.

第3表は原著に実例として挙げられている土木地質

図の題名を記したものである.

岩;石および表土の分類の原理

土木地質図における岩石や表土の分類の基本的原理は

現在の状態における岩石や表土の物理的工学的地質学的

性質はその岩石や表土の起源から始まって続成･変成･

造構造運動を受けてきた経過･風化の過程のすべてカミか

らみ合い総合された結果として出来上ったものである

という概念である.この基本的原理は岩石や表土の

岩石学的･物理的性質が由来する理由だけでなく空間

的分布の理由をも決定している.さらに個々の岩石

片の土木地質的分類だけでなく多くの岩石片の観察に

ひきつづき行われる野外観察にもとづいて均質で連続

性のある素材を土木地質図上で図示単位として区分する

方法や作図法も規定している.

土木地質図の図示単位を定義するものは岩石や表土

の土木地質学的性質カミ特定の範囲内にあるということ

すなわち性質の均質性である･均質性の範囲の境界は

図示単位の輸廓であって土木地質図上には境界線と

なって表現される･均質性の範囲は土木地質図の縮

尺によって様々である.

しかしながら現状は岩石や表土の土木地質的性質

の変動範囲に関する地域的デｰタを持ち合わせていたい

し充分に満足できるよう挙量的測定方法や技術もまだ

会得していない.広い範囲を定量的に迅速にそうし

て廉価に決定する方法や技術も発達していない.現在

岩石や表土の物理的工学的または土木地質的性質と

それを最もよく指示する地質学的性質を例示すると次

のようである.

!･比重･塑性限界･液性限界･収縮限界･塑性指数

に密接に関係する鉱物組成

2｡単位体積重量や間隙率に関係する粒度組成などの

組織構造上の特性

3.含水率･飽和含水率･コンシステンシｰや岩

石･表土の物理的性質に関係がありかつ力学的性

質変形特性透水性耐久性を指示する風化と変

質の度合や節理の発達程度

以上の地質学的性質にもとづいて岩石や表土を分類し

図示していくわけであるかこの分類単位として次の

ものを設定する.�
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策3表土木地質図の分類と代表例

1.多目的解析図

1.1小縮尺

1.2中縮尺

2.多目的総合図

2.1小縮尺

2.2中縮尺

3.特定用途解析図

3.1小縮尺

3.2中縮尺

4.特定用途総合図

4,1小縮尺

4.2中縮尺

4.3大縮尺

鼻.地質解説図

5.1中縮尺

5.2大縮尺

6.資料図

カリフォルニア州

カリフォルニア州

サンフランシスコ湾岸地域

サンマテオ郡

チェコスロバキア､ツポレン地域

チェコスロバキア､ツポレン盆地

〃〃

ユタ州サリナ図幅地域

フランス､マルセイユ近傍

ワシントン特別区･ボストン･マサチュｰセッツ海岸

〃(路線計画図)

ユｰゴスラビア､ヘルツエグノビ都市地域

第四紀層の評価図

工場建設のための土木地質図

ハノｰバｰの土木地質図

カリフォルニア州オｰクランド東部図幅地域

Dearmanetal(1972)の付図

北部イングランドタイン･ウェア都市圏

地すべり崩壊の準定頻度分級図:500,OO01)

地すべり崩壊の影響度分級図:62.5002)

土木地質図

土木地質条件図

土木地質分帯図

掘さくの相対的難易度図

表土の基礎地盤条件図

基盤地質図

海岸平野および表層地質図

土木地質図岩相図

土木地質図地震動安定性分帯図

地盤構造物に対する地域の土木要

件と､地質学的評価のための土木

と地質の組合わせ図

土木地質図

地域および土木地質図

土木地質調査の付図
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1.Engi皿eeringgeo1ogica1type(ET)一土木地質類型

物理的性質について最高度の均質性をもっているも

のであると同時に岩石学的性質についても均質でな

ければなら狂い.図示単位の決定は物理的工学的

性質が多数の個体について調べられこれから統計的

に取扱われた数値にもとづいて行われる.

p1exは岩相および物理的性質の双方について均質で

あるという必要性はない.したがって1itho1ogica1

cOmplexのすべてについて物理的工学的性質を定義

することは出来ず｡omp1exを構成している個々の

1itho10gica1typeに関するデｰタを与えることだけカミ

可能である.

21Lithologica1卵Ψe(LT)一岩種類型

組成や組織構造については均質であるか物理的性質

については均質でない.工学的数値は一般化され

た範囲だけカミ示され図示単位内の特定の点には信

頼できるだけの数値を与えることはできない.

3.阯tho1ogica1comp1ex(LC)一岩種複合体

ある古地理的条件ないしは構造地質学的条件のもと

で形成された成因を同じくする1itho1ogica1typeの

組合わせからなっている.1つの1itho1ogica1com一

Litho1ogicalsuite(LS)一岩種群

一般に類似の古地理的ないしは構造地質学的条件の

もとで形成された1itho10gica1comp1exから構成され

ている.Suiteは岩相的に均質性をもっておりこれ

で他のSuiteとは区別される･ごく一般的な土木地

質的性質の特徴だけが他の1ithO10gicalsuiteと区

別され定義される.

これらの土木地質類型(ET)･岩種類型(LT)･岩種

複合体(LC)･岩種灘(LS)は縮尺均質性の基準地�
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策4表岩石および表土の分類単位と

分類手法等

分類�岩種群(LS)�岩種複合体(LC)�岩種類型(LT)�土木地質類型(ET)

均質性の基準�古地理および造構条件�特定の造構条件および�組成および組織構造が均�岩質別特徴および物性が

�の類似した岩種複合体�古地理条件のもとで形成�質であ'る｡一般的に物性�均質である｡物理的工学

�の組み合わせ�された､成因に関連があ�は不均質｡�的な均質性が最も高い

��る岩種類型の複合体��

対応する�20万分の1以下�20万分の1～1万分の1�1万分の1～5千分の1�5千分の1以上

地図の縮尺����

境界決定の�既存地質図の評価�岩種類型を関連づけるため�詳細な地域調査および�風化･不連続面の頻度

手法�空中写真判読�の岩相の分析および�岩石学的分析�および分布状態

�地形踏査�地域調査��あるいはコンシステ

図示単位の�既存デｰタの評価�ボｰリング･サンプリング�詳細なボｰリングおよび�ンシｰの度合など

特徴を明らか�蓋然的な岩石の性質�地球物理学的調査�サンプリング�物性およびカ学的性質

にする手法�既知の岩種類型の性質�物性と示標性質を決定する�地球物理学的調査の結果�を決定するための

��ための野外および室内�の評価�特別な調査

��試験�示標性質の系統的測定�

��既知の岩種類型の性質に�一定の原位置および�

��よる岩石の性質の評価�室内試験�

図の図示単位の境界を決定するための手法図示単位の

特徴を明らかにする手法においてそれぞれ対応するも

のをもっている.第4表は原著の記述にしたがって

整理した結果である｡

第1図は分類体系の模式図であるカミまず小縮尺の

土木地質図上でGranitic(花簡岩質).C1astic(砕屑岩質)

Ca1careOus(石灰岩質)の3つの岩種群に分けられ次

にC1asticSu{teカミ礫岩質複合体砂岩質複合体泥岩

質複合体の3つに分けられさらに砂岩質複合体は泥岩

と砂岩の2つの岩種類型にそうして1:2,000縮尺の土

木地質図では泥岩が未鳳化と鳳化岩砂岩が未風化と

破砕および風化岩とに分けられている｡

これらの分類体系の実際が原著の中に示されている

ので第5表第6表に再掲する.

以上の土木地質単位の分類休系を岩相層序学的分類

単位として一般に用いられている単位に対応させ6と

次のようになる.もちろん原則は土木地質単位は全く

地質層序区分単位とは関係がなく一般に用いられる岩

相層序的分類単位とも直接関係はなくただ土木地質

単位を単純に対応させると次のようになるという程度

のものである.

Engineeringgeo1o虫ca1type伶Bed

Litho1ogica1type停Member

Litho1ogica1type衿Formation

Litho1ogica1suite衿Group

���A1;200000圏1,,5000C1!1000001=,OOO���
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策5表岩種群･岩種複合体･岩種類型の例(その1)

�岩種群�岩種複合体�Al二硬質岩A2二準硬質岩�主要な岩種類型

地質時代����

�(LS)�(LC)�B=礫質土C二砂質土�

���D二固結上E=不適土�(LT)

��斜面侵食堆積物�D=ロｰム～石質ロｰム�砂質～粘土質ロｰム

���(B二石質砂層物､崖錐)�

��河成堆積物�B=砂質～ロｰム質礫�砂質ロｰム

��(a)はんらん原上�C=ロｰム質砂D=砂質ロｰム�砂質礫

第四紀�表層堆積物�(b)段丘上�(E=泥質土)�

��沖積扇堆積物�B=ロｰム質礫�砂質ロｰム及び

���D二砂質～石質ロｰム�石質ロｰム質表土

��化学性堆積物�A2=トラバｰチン�トラバｰチン

��淡水湖および�B=ロｰム質礫�ロｰム質礫

�モラッセ���

��湖成はんらん原の複合体�C=ロｰム質砂�砂質粘土･粘土

�堆積物��D二砂質～シルト質粘土�

��新潮玄武岩�A1二玄武岩�玄武岩

���A2=凝灰岩�玄武岩質凝灰岩

新第三紀��新期安山岩�A1二安山岩�安山岩

���B2=凝灰岩(プロピライト化�塊状～集塊質凝灰岩

�新潮火山岩��安山岩)�

��火山源湖成の一�A2=層状凝灰岩･層灰岩�凝灰岩

��成層した凝灰岩･層灰岩�(A=安山岩)B=礫�層灰岩

���(D=粘土)�

�石灰岩･�浅海成石灰質岩�AF石灰岩､ドロマイト�石灰岩

�ドロマイト群���ドロマイト

中生代����

�下部�沿岸性珪質岩�A1=珪岩(礫岩)�珪岩

�陸源堆積物��A2二頁岩�

�バリスカン�花闇岩質岩�A1=花商閃緑岩～�花闇閃緑岩および石英閃緑岩

古生代�花開岩質��石英閃緑岩�

�一貫入岩体���

OndrasikandMatula(1969)による1:200,000

土木地質図に用いられる地域分帯

土木地質分帯(E㎎inee.ingg｡｡1.gi｡｡1｡｡ning)とは

土木地質条件という意味内容において均質性をもって

いる個々の場所を境界線で区切っていくことでありす

べての土木地質図では明瞭に定義された分帯の単位に

よって細分されている.

均質性の詳細な内容と均質性の度合は土木地質図の

縮尺や目的によって異なっている.

Zvo1㎝地域土木地質図より再揚

土木地質分帯においては

る.

�

剥�潮�

㈮���

㌮���

���物捴�

次のような名称カミ認められ

個々の構造地質学的要素の均質性に

もとづく.

個々の地形学的地域単元の均質性に

もとづく.

岩相の均質性と岩石･表土の層相

の構造配列にもとづく.

水文地質学的条件と現在の地表変動

現象カミ均質である.�



一12一

策6表岩種複合体･岩種類型の例(その2)

地質時代�成因的層群�岩種複合体(LC)�岩種類型(LT)

�河成�砂質一黄土質～黄土質一粘土質沖積ロｰム�砂質一黄土質ロｰム(Hronはんらん原)粘土質一黄土質ロｰム(古い段丘)

��沖積砂で中粒が多く､ロｰム質の挟みがある�ロｰム質砂

第四紀���

��細粒～中粒砂質礫､古い段丘ではロｰム質�砂質礫(H.o｡各段丘)

��旧河道では腐植質の泥､砂質一黄土質～粘土質�腐植質泥質州(:1ニニん原中の)

�斜面侵食堆積(洪積)�砂質一黄土質～粘土質の斜面ロｰム�砂質～黄土質ロｰム

��トラバｰチン�

�化学的沈澱��ちみつなトラバｰチン著しく多孔質のトラバｰチン

�湖成�湖成および沖積の粘土質一黄土質､砂質一黄土質稀に粘土質のロｰム�

鮮新世���黄土質一粘土質表土砂質一黄土質表土

�湖成河成�湖成および沖積の砂質～ロｰム質礫で砂層を挾む�風化した砂質礫ロｰム質礫

中新世�火成湖成�成層した安山岩質凝灰岩および層灰岩�安山岩質砂質凝灰岩砂質層灰岩礫質層灰岩

Matula(1969)による1:25二〇〇〇

ZvolenBasinの土木地質条件図の1部より再掲

ZOneは分帯の最も基本となるものであろうが原

著では

琴河床堆積物地帯(Fu)

河岸段丘上の堆積物地帯(Ft)

火成岩･変成岩上の斜面堆積物地帯(Dm)

風成堆積の砂層地帯(Ep)

風成のレスに覆われた河成段丘堆積物地帯(EsFt)

のように土木地質分帯区分例を挙げている.

個々の分帯区分について土木地質学的性格や特徴カミ

定義されている.

分帯は1つの場所を土地利用や土木建設事業の目

的に対して総合的に評価しなければならない時余りに

も複雑な構成をもった土木地質条件を総括･提示するた

めに用いられるものである.

分帯の具体例が原著の中に挙げられている.第7表

はその1部分を再掲したものである.

水文地質学的条件

水文地質学的デｰタを土木地質図上に示す目的は土

木地質の検討過程で地下水や地表水の状態が好ましくた

い方向に変化するのを予測しそれを避ける方法を提案

するためである.地表水や地下水は現在の地表変動

現象の中で主要恋役割を演じているし岩石や表土の物

理的工学的性質は地下水によって変化する.また

地下水が掘さく場所に侵入すると揚圧力や腐食性を発揮

するため掘さく工程や建設工事の諾段階に影響を及ぼ

していく･とくに地中へ廃棄物などを投棄･注入する

場合には地下水条件というものが最も重要な役割を与

えている.さらに都市化や森林の伐採は流出率や流

水中の溶存成分や浮遊成分量を増加し侵食作用を増し

地下水収支斜面の安定性や河床の堆積現象にまで影響�
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策7表土木地質分帯の例

����久��

�類型�地質学的条件�水文地質学的条件�現在の地表変動現象

Ce�Dm�固体ないし半固体の�含水量がきわめて少�浸食性の藩およびガ

火山山地�火成岩および変成�やや圧縮性のある火�ない､ないしは乾燥�リに激しい斜面浸食

成層火山が差別的な�岩上に斜面堆積物が�山岩および火砕岩が��が進行

構造運動および浸食�分布する地域�含まれる､ロｰム質��

を受け破壊されて形��斜面堆積物��

成された､幼年期の��2-7m��

変化に富んだ山岳地����

Pg�Fu�粗粒礫､砂礫､砂お�礫質堆積物の含水量�自然堤防の崩壊が小

山間盆地�沖積はんらん原堆�よび砂質ないし粘土�大､地下永深度､�さな斜面滑落を引き

構造運動による陥没�積物地域�質ロｰム､大きな河�5m�起こす｡

地で､軟かい鮮新統��川は三日月湖に腐泥�地下水面が高い時た�

および第四系堆積物��を伴う｡�びたび広い地域に出�

が､選択的に浸食さ��5-11m�水する｡�

れ堆積し､広大な河�Nk�シルト質ないし粘土�礫質の鮮新統では､�激しい斜面浸食によ

川のはんらん尿およ�先第四系の固結お�質の中程に密な鮮新�丘陵斜面に湧泉が多�って深い溝が形成さ

び段丘の発達する平�よび未固結堆積物の�枇礫�い｡�れる｡凝灰岩と接触

坦面を形成している｡�互層�および可塑性の高��している所では小さ

��い未固結の鮮新統粘��な地すべりがしばし

��土��ば起こる｡

Ce,Dg,Dm,Fu,Nkは分帯の記号

1:25,OOOZvolenBasinの土木地質分帯図より1部を再掲

を及ぼしていく.

このような変動を評価していくための情報として土

木地質図上に表現されねばならない項目は次のとおり

である.

1.表流水と地下水の分布

2.岩石と表土の浸透能含水量

3.地下水流の方向と速さ

4.各々の帯水層からの地下水の湧出状況

5.地下水面の深さと変動範囲

6｡被圧地下水の賦存範囲と水頭分布

7.pH･塩分濃度などの水圏地球化学的性質

8.バクテリヤその他の環境汚染物質の存在

地形学的条件

地形学に関する情報の図示は河谷･段丘･斜面の形

成過程など景観の由来を説明するだけでなく土木地

質図を迅速かつ廉価に作成するための基本的部分である.

土木地質図にあっては地形は単純校記載事項ではな

い.必要な項目は次のとおりである.

1｡起伏型態と表面物質あるいは地質構成との関係

2･個々の地形要素の成因･発達吏･形成年代

3･地形条件カミ水循環に影響を与えているもの

4.現在の地表変動現象に影響を与えている地形条件

評価の内容はたとえば自然堤防の侵食や砂丘の移動

カルストの形成や地下掘さく地帯の陥没現象の予測であ

り評価は上記のようなデｰタから求められる.

現在の地表変動現象

現在の地表変動現象とは現在活動している地質現

象によってもたらされる環境の変化のことである.一

般には堆積過程や変成過程は除かれているカミ侵食と

堆積･風食･斜面運動･永久凍土･カルスト･地震や火

山活動にもとづく変動は含まれている｡これらの図示

は土木地質図の縮尺によって異なっているカミその状態

だけで粗くこれらの変動を促進させる条件発生の強

さと頻度を示すことが重要になってくる･

次に現在の地表現象が土木地質における評価の要点

を記す.�



一14一

1.侵食作用過度の侵食作用は物質の移動を促進しガ

リを発達させ極端な場合には悪地地形を作る･ま

た洗い出された物質は水路工作物中に堆積し貯

水池の急速恋埋積を起こす.

このよう狂作用をもたらす地質条件は透水性の低

い軟質岩･中～急勾配の斜面･まばらな植生･高い降

雨強度や多い降水量でありさらには家畜の過食･過

度に耕作すること･皆伐･都市の発展カミ侵食作用を助

長する.

侵食作用の状態は山腹斜面における雨裂の存在

自然堤防や海岸線が侵食されている状況で土木地質

図上に示すことができる.

2.風成作用砂漠や半乾燥地帯では砂丘の移動は土

木構造物に悪影響を及ぼし例えば輸送路がしばしば

遮断されるため常に維持管理しなければならない.

家畜の過食や過度の耕作や皆伐は砂丘地帯や砂漠

を作り出すカミ植生によって安定させることカミできる｡

土木地質図上には砂丘や同様の条件を示すことが

できる.

3.斜面運動量カの影響のもとで発生するものである

かそれに適当な地質条件は様々である.一般には

軟質の岩石の上に硬質で低抗性のある岩石カミのってい

る条件で例えば

a粘土の上に火山岩がのっている.

b砂岩を挾在する頁岩層の上に厚い砂岩層がある

C断層運動で破砕された岩石の上に擾乱の少な

い岩石がのっている｡

d圧砕･セン断を受け節理に當む岩石

e斜面を構成している岩盤が硬質岩と軟質岩の

互層であること

f比較的透水性の小さい岩石の上に未固結の堆

積物がのっている.

9地下水の存在

が挙げられる.

斜面運動は.自然条件によっても発生するし人為

作用ピよっでも発生する.土木地質図上には斜面運

動を発生させるに好適な条件や斜面運動の結果形成

された地質条件を図示することができても斜面運動

を突発的にひき起こす因子を図示することは困難であ

る.

4.地震活動地殻活動の結果地形上に実際に観察さ

れたり計測されるものが土木地質図上に表現され

ることになる.その例は

愀

戀

�

�

歴史的記録にもとづく地震断層

地質学的デｰタから推定される活断層

隆起･傾動した段丘や海岸線

測地学的計測にもとづく相対的隆起沈降量から

割り出される変動範囲

5.火山活動地震活動や局地的な隆起･沈降を伴うこ

とがあるけれども土木地質の観点からすれば火山

活動の頻度と強さ火山活動による生成物の性質と分

布範囲の予測である.

要するに現在の地表変動現象の分布と拡がりだけで

なく過去から現在までの活動状況･分布･強度を可能

な限り示すことが土木地質図における地表変動現象の

目標であり到達点である.というのもこれらは将来

における現象の発生を予測･予知する資料を提示するか

らである.

説明書の構成

総合土木地質図では説明書か必要である･説明書

は次の構成で情報を記載する.

序説

土木地質図の目的

地図の地理的位置

地形

道路･鉄道その他の交通路

経済的評価および開発目標

従来の調査

地域の土木地質調査に使用された方法

調査の規模

調査の実施機関

地形

土木地質条件の評価に影響を与える気候因子

地形の記載

水文

地質構造と発達史

先第四紀

第四紀

現在の地表変動現象

岩屑と表土の地質学的11生質および土木地質的性質

岩石

表土

水文地質条件

各々の帯水層の特徴

地下水の化学�
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土木地質分帯

この地図に適用した分帯の手順

各々の分帯単位の特徴

建設用およびその他の原料物質

結論

勧告

付録

文献

記録

土木地質的性質の表

索引

まとめ

以上｢EngineeringGeo1ogica1Maps-Aguideto

theirpreparation｣の内容をごく短かい文章で要約し

てみた.残念なカミら紙面の都合で原著の中に挙げ

られている実例を掲載することが出来ないカミ文献を末

尾に掲げたので参照して頂きたい.

本稿には筆者らの見解を盛り込むことなく内容を

整理要約したものである.たとえば岩種灘一岩

種複合体一岩種類型一土木地質類型という土木地質

分類体系は日本のよう校変動帯で匁く先カンブリア

時代の諾岩石の複合体からなるr基盤岩体｣の上に良

く成層した海進一海退期の堆積物から構成されている

安定大陸で土木地質を考えた時に始めてあみ出される

ものかも知れない.そこでは地質時代と岩相とは斜

交関係にあるし同一の岩相は多くの化石帯に分帯され

ている.したがって地質時代とは別に岩相単位(岩

種単位)が設定されても無理は狂い.

しかし日本のような変動帯で地質年代にもとづく

層序区分よりも岩相層序にもとづく層序区分が用いら

れるような所ではあえて岩種群一岩種複合体一岩

種類型一土木地質類型という土木地質分類体系は既

存の層序区分単位とほとんど一致してしまうであろう.

日本では現在縮尺1/500程度の土木地質図カミ建設

現場を対象に多数作成されている.おそらく原著の

対応では1つの岩種類型を岩盤分類基準にしたがっ

て土木地質類型に細分し図示単位を定義して土木地質

図に作成することになる.

En裏neeringGeo1ogica1Maps-Aguidetotheir

preparatiOn｣の適用の可静性については別に論述する

つもりである.おそらく地質学的に考えてみても安

定大陸と第四紀一現在の変動帯との対照があるし気候

や社会的背最の相違は厳然としてそこに存在すると筆者

らは考える.
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